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解答・解説(ドラゴンテスト＜Ⅰタイプ＞)

〈 〉 【 】１ 解答 ( ) ( ) ( ) ( ) 配点：各 点×1 59 2 3 3 4 114 5 4

〈 〉解説

２ 〈解答〉( ) 脚 ( ) 人 【配点：各 点× 】1 9 2 50 4 2

〈解説〉( ) 座れる人数が 人から 人に増えると － ＝ (人)座れるようになり1 4 5 14 5 9

ます。

このことから長いすの脚数は 脚。9

( ) × ＋ ＝ (人)2 4 9 14 50

３ 〈解答〉 ％ 【配点： 点】5 8

〈解説〉定価は， × ＝ (円)1950 1.2 2340

実際に販売した金額は， ＋ ＝ (円)1950 273 2223

－ ＝ (円)が割引した金額なので，2340 2223 117

÷ × ＝ (％)117 2340 100 5

よって，割引は ％。5

４ 〈解答〉 【配点： 点】1080m 8

〈解説〉 分速 で歩いていくのと分速 で自転車に乗っていくのとでは，90m 180m

分の違いがあります。6

， 。よって 家から学校に着くまでに分速 で 分かかることがわかります90m 12

× ＝ ( )90 12 1080 m
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５ 〈解答〉 個 【配点： 点】63 8

〈解説〉

つ分が 個となるので全体は， × ＝ (個)1 3 3 21 63

６ 〈解答〉 人 【配点： 点】4 8

〈解説〉 算数だけ合格の生徒と国語だけ合格の生徒の人数比が ： であるから，考3 2

えられる人数の組み合わせは，

， ， ， ， ， ，(算数だけ合格 国語だけ合格) ( ) ( ) ( ) ( ) …= 3, 2 6, 4 9, 6 12, 8

( )となります。30, 20

このうち，算数合格の生徒と国語合格の生徒から，算数だけ合格の生徒と

国語だけ合格の生徒の数をそれぞれ引いたときに，同じ数になる組合せが求

める人数になります。

図で表すと，

よって， －( ＋ ＋ )＝ (人)50 24 6 16 4

７ 〈解答〉( ) ％ ( ) 【配点：各 点× 】1 7.8 2 280g 4 2

〈解説〉( ) つの食塩水を混ぜると食塩の量は，1 2

× × （ ）300 0.09+200 0.06=27+12=39 g

また，そのときの食塩水の量は，

( )300+200=500 g

よって，求める濃度は，

÷ × (％)39 500 100=7.8

( ) 食塩の量が ，濃度が ％であるときの食塩水の量は，2 39g 5

÷ ( )39 0.05=780 g

よって加えた水の量は，

－ ( )780 500=280 g

A B C

9 8

算数合格
30人

国語合格
22人

24人 6人 16人

50人

ドラゴンⅠ解答解説-3



８ 〈解答〉(1) 2：1 (2) 105 日 【配点：各 4 点× 2】

〈解説〉(1) A さんが風邪を引いたとき，あと 12 日分の仕事が残っていて，C さん

に協力してもらって予定通りの 12 日間で仕事を終えられました。そのた

め，A さんが仕事を休んでいた 6 日間の仕事量と C さんが働いた 12 日間

の仕事量が等しくなります。

かかった日数の比は 6：12=1：2 であるから，仕事のはやさの比は 2：1。

(2) あと 12 日分の仕事が残っているところから考えます。このとき，B さ

ん 1 人だと 28 日間かかり，A さんと B さんの 2 人で仕事をすると 12 日間

かかる予定だったので，A さんは B さんの 16 日分の仕事を 12 日間で終

えます。よって，A さんと B さんの同じ仕事をするのにかかる日数の比

は 12：16=3： 4 になります。したがって，B さん 1 人で 28 日間かかる仕

事を A さんは 1 人で 21 日間で終わらせることができます。 60 日間は 12

日間の 5 倍なので，A さんが 1 人でこの仕事を終えるのにかかる日数は

21 × 5=105(日)。

９ 〈解答〉(1) 7 (2) 180 番目 【配点：各 4 点× 2】

〈解説〉(1) 次のように区切りを入れ，区画で考えます。

1 / 3,2,1 / 5,4,3,2,1 / 7,6,5,4,3,2,1 / 9,8,…

30=(1+3+5+7+9)+5 であるから，求める整数は，6 区画目の 5 つ目で

す。

よって 11,10,9,8,7 …より，30 番目の整数は 7 となります。

(2) 初めて 17 が出てくるのは 9 区画目で，6 回目に出てくるのは 14 区画目

の 11 番目です。

よって，

(1+3+5+7+9+11+13+15+17+19+21+23+25)+11=180(番目)

10 〈解答〉 120cm 2 【配点：8 点】

〈解説〉 右の図のように，正六角形の辺を延長して

正三角形をつくると，斜線の三角形の面積が

15cm2 とわかります。また，斜線の三角形は

5cm2 と 10cm 2 の三角形にわけられるので，

正六角形の外側につくった正三角形の面積は

20cm2とわかります。

よって， 20 × 6 ＝ 120(cm 2)。
P

15cm215cm2

15cm2

10cm2

5cm2



〈解答〉( ) 時 分 ( ) 分 【配点：各 点× 】11 1 8 48 2 15 4 2

〈解説〉( ) 兄が自転車で移動する速さと兄が歩いて移動する速さの比が ： であ11 1 4 1

るから，かかった時間の比は ： になります。兄は弟と出会ってから自1 4

転車を借りて 分で家に帰ったので，兄は初めに 分間歩いていたこと12 48

がわかります。よって兄と弟が初めて出会った時刻は 。8:48

（ ） （ ）( ) 兄が初めて弟と出会った時刻 から２回目に出会った時刻2 8:48 9:24

までに 分かかり，さらに 分後に弟は家に帰ってきます。よってこれ36 36

を比で表すと ： となります。また，兄が弟と初めて出会った地点は家1 1

から公園までの道のりが の地点であるので，これを比に表すと

： ＝ ： となります。1 2 5

これら つの比を図に書き込むと，2

兄と弟が 回目に出会った地点は，初めに出会った地点と家のちょうど2

真ん中だとわかります。

よって，兄が再び家を出発してから 回目に弟に出会うまでの時間と，2

回目に出会ってから公園に着くまでの時間の比は ： になります。2 1 4

したがって，兄が再び家を出発した時刻は であることがわかりま9:15

す。兄が家に戻ってきたのは の 分後の であるから，兄が家8:48 12 9:00

に帰ってきてからもう一度出発するまでにかかった時間は 分。15

2

5

2
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このページは，白紙です
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問
５

〈
解
答
〉

ウ

［
３
点
］

〈
解
説
〉

「
小
一
時
間
は
ゆ
う
に
か
か
る
」
距
離
を
歩
い
て
き
た
彼
に
対
し
て

思
う
気
持
ち
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
６

〈
解
答
〉

ア

・

エ
［
２
点×

２
］

〈
解
説
〉

「
目
を
輝
か
せ
る
」
と
は
、
や
る
気
が
あ
っ
て
、
張
り
切
る
こ
と
、

あ
る
い
は
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
さ
ま
を
意
味
し
ま
す
。

問
７

〈
解
答
〉

イ

［
３
点
］

〈
解
説
〉

彼
が
男
の
子
と
の
関
わ
り
の
中
で
発
し
た
言
葉
で
す
。
彼
の
気
持
ち

を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

問
８

〈
解
答
〉

エ

［
３
点
］

〈
解
説
〉

簡
単
に
父
親
を
頼
る
女
の
子
と
比
べ
て
、
「
上
り
坂
」
、
「
重
み
に
ふ

ら
つ
き
な
が
ら
」
と
い
う
苦
し
い
状
況
の
中
で
も
、
「
歯
を
食
い
し
ば

っ
て
」
「
独
力
で
」
が
ん
ば
っ
て
い
る
男
の
子
の
様
子
を
考
え
ま
す
。

問
９

〈
解
答
〉

ウ

［
４
点
］

〈
解
説
〉

登
場
人
物
の
行
動
と
そ
こ
か
ら
感
じ
ら
れ
る
気
持
ち
を
考
え
ま
す
。

問
10

〈
解
答
〉

ア

［
４
点
］

〈
解
説
〉

妻
の
せ
り
ふ
の
中
で
「
友
達
の
中
で
、
ま
だ
補
助
な
ん
か
付
け
て
走

っ
て
い
る
の
は
僕
だ
け
だ
っ
て
。
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
言
っ
た
男

の
子
か
ら
、
補
助
は
小
さ
い
子
が
付
け
て
い
る
も
の
と
い
う
思
い
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
成
長
し
て
大
き
く
な
る
と

い
う
意
味
を
考
え
ま
す
。

三
①

エ

②

ア

③

ア

④

ウ

⑤

イ

［
２
点×

５
］

四
①
快
方

②
遊
覧

③
支
持

④
細
心

⑤
展
示

⑥
し
ゅ
の
う

⑦
あ
ん
ぴ

⑧
き
て
き

⑨
あ
ら
わ

⑩
と
な

［
１
点×

］
10
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問
７

〈
解
答
〉

⑦

視
野
が
広
が
り
、
眼
球
の
動
き
が
速
ま
り
、
遠
く
の
標
的
を
検

知
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
鼻
腔
が
広
が
り
、
呼
吸
の
リ

ズ
ム
ま
で
も
が
速
ま
る
こ
と
。

⑧

視
野
が
狭
く
な
り
、
鼻
腔
が
狭
ま
り
、
知
覚
が
低
下
す
る
こ
と
。

［
４
点×

２
］

〈
解
説
〉

━
線
⑦
を
ふ
く
ん
だ
段
落
の
最
初
の
一
文
に
「
こ
れ
は
合
理
的
な

変
化
で
す
。
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
の
指
し
示
す
、
そ
の
前
の
内

容
を
具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。

問
８

〈
解
答
〉

ア

［
３
点
］

〈
解
説
〉

━
線
⑨
の
あ
と
の
実
験
の
内
容
か
ら
考
え
ま
す
。

問
９

〈
解
答
〉

ま
ず
は
形
か
ら

［
４
点
］

〈
解
説
〉

精
神
性
は
内
面
、
身
体
性
は
外
面
を
さ
し
ま
す
。
外
面
、
つ
ま
り
外

側
を
表
す
内
容
を
考
え
ま
す
。

問
10

〈
解
答
〉

エ

［
４
点
］

〈
解
説
〉

全
体
の
内
容
を
ふ
ま
え
た
上
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

二問
１

〈
解
答
〉

ⓐ

ウ

ⓑ

イ

ⓒ

ア

［
２
点×

３
］

問
２

〈
解
答
〉

庭
で
待
ち
構
え
て
い
た
。

［
３
点
］

〈
解
説
〉

こ
の
物
語
の
時
間
の
流
れ
は
、
彼
（
父
親
）
が
帰
っ
て
く
る
→
男
の

子
が
待
ち
構
え
て
い
る
→
「
お
父
さ
ん
、
自
転
車
の
補
助
を
は
ず
し
て

よ
」
と
言
う
、
で
す
。

問
３

〈
解
答
〉

ウ

［
３
点
］

〈
解
説
〉

久
し
ぶ
り
に
会
う
父
親
に
対
し
て
の
気
持
ち
を
考
え
ま
す
。
な
つ
か

し
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
長
い
間
会
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
４

〈
解
答
〉

エ

［
３
点
］

〈
解
説
〉

な
ぜ
、
男
の
子
は
素
直
に
頷
い
て
行
動
で
き
る
の
か
、
と
い
う
気
持

ち
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
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解

答
・
解

説

一問
１

〈
解
答
〉

隣
に
座
っ
て
、
た
だ
根
拠
も
な
く
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
続
け
る

と
い
う

こ
と

［
３
点
］

〈
解
説
〉

━
線
①
の
あ
る
段
落
の
最
後
に
、
「
も
っ
と
も
確
実
な
方
法
」
と

し
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
２

〈
解
答
〉

エ

［
３
点
］

〈
解
説
〉

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
人
間
の
間
に
お
け
る
感
情
・
思
考

の
伝
達
で
す
。
「
最
強
の
武
器
」
と
は
「
最
強
の
方
法
」
で
す
。
自
分

と
相
手
の
間
を
取
り
も
つ
最
強
の
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
３

〈
解
答
〉

笑
顔
は
楽
し
い
も
の
を
見
い
だ
す
能
力
を
高
め
て
く
れ
る
と

い
う

効
果

［
３
点
］

〈
解
説
〉

━
線
③
の
八
段
落
後
ろ
に
「
つ
ま
り
…
」
と
笑
顔
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

問
４

〈
解
答
〉

Ａ

楽
し
い

Ｂ

笑
顔

Ｃ

原
因

Ｄ

結
果

［
２
点×

４
］

〈
解
説
〉

「
逆
因
果
」
と
は
、
原
因
と
結
果
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
ま
す
。
感
情
と
表
情
の
関
係
を
原
因
結
果
に
あ
て
は
め
て
考
え
ま
す
。

問
５

〈
解
答
〉

笑
顔
の
表
情
を
作
っ
て
読
ん
だ
ほ
う
が
、
面
白
く
感
じ
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
。

（
三
十
字
）

［
５
点
］

〈
解
説
〉

「
箸
を
横
に
く
わ
え
」
る
こ
と
が
、
笑
顔
の
表
情
を
作
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
「
高
得
点
に
な
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
考
え
て
、
そ

の
説
明
を
し
ま
す
。

問
６

〈
解
答
〉

感
情
を
表
現
す
る
行
為
自
体
に
意
味
が
あ
る
と
い
う

こ
と

［
３
点
］

〈
解
説
〉

指
示
語
の
問
題
で
す
。

━
線
⑥
の
直
前
の
段
落
に
注
意
し
て
考
え

ま
す
。
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